「介護実習Ⅱ」における実習生の認知症高齢者とのコミュニケーションの特徴―プロセスレコードの分析から― by 芝田 郁子












































































































































































































































































































































































































開かれた質問閉ざされた質問 はげまし・くり返し いいかえ要約 感情の反映意味の反映解釈 論理的帰結自己開示フィードバック 情報提供・説明・助言指示 対決
Ａ -₁ ２ ２ ２ ６ ３ ２（傾・積）
Ａ -₂ １ １ １ １ ４ ４ ２（傾・積）
Ａ -₃ １ １ ２ ２ １（傾）
Ａ -₄ １ １ １ ３ ３ ２（傾・積）
Ａ -₅ １ １ １ ３ ３ ２（傾・積）
Ａ -₆ １ １ ２ ２ １（積）
Ａ -７ １ １ ２ ２ １（積）
Ａ -８ １ １ ２ ２ ２（傾・積）
Ａ -９ ２ １ ３ ２ ２（傾・積）
Ａ -10 ２ １ ３ ２ ２（傾・積）
Ａ -11 １ １ １ １（積）
Ａ -12 １ １ １ ３ ３ ２（傾・積）
Ａ -13 １ １ １ １ ４ ４ ２（傾・対）
Ａ -14 ２ １ １ １ ５ ４ ２（傾・積）
計 ５ 12 ３ １ ０ ０ ０ ３ ０ ５ ３ ６ ４ １ 43 34




６ ８ ３ １ ０ ０ ０ ３ ０ ５ ２ ５ ４ １





開かれた質問閉ざされた質問 はげまし・くり返し いいかえ要約 感情の反映意味の反映解釈 論理的帰結自己開示フィードバック 情報提供・説明・助言指示 対決
Ｂ -₁ １ １ １ ３ ３ ２（傾・積）
Ｂ -₂ １ １ 2 ４ ３ ２（傾・積）
Ｂ -₃ １ １ ２ ２ ２（傾・積）
Ｂ -₄ １ ２ ３ ２ ２（傾・積）
Ｂ -₅ １ ３ ４ ２ ２（傾・積）
Ｂ -₆ １ １ １ ３ ３ ２（傾・積）
Ｂ -７ １ ５ １ １ ８ ４ ２（傾・積）
Ｂ -８ １ １ １ １（傾）
Ｂ -９ １ １ ４ ６ ３ ２（傾・積）
Ｂ -10 １ １ ２ １ ５ ４ ２（傾・積）
Ｂ -11 １ １ １ ３ ３ ２（傾・積）
Ｂ -12 １ ３ ４ ２ ２（傾・積）
Ｂ -13 ２ ２ ４ ２ １（積）
Ｂ -14 １ ２ １ ４ ３ ２（傾・積）
計 ３ 13 ３ １ ０ ０ ０ １ ０ ４ １ 16 12 ０ 54 37




３ ９ ３ １ ０ ０ ０ １ ０ ３ １ ９ ７ ０
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*Nagoya Ryujo Junior College
Features of communication with the elderly with dementia of apprentices in 
“nursing practice Ⅱ”
―From analysis of the process record―
Shibata, Yuko*
　この研究は、実習の介護場面において認知症高齢者とのかかわりを取り上げ、その
コミュニケーションの特徴をみた。実習生はどのような場面に悩み、どのような対応
をしているか、何を学んだか、また、コミュニケーションのどんな技法を使っている
かを把握し、今後の授業や実習指導に役立てていくことを目的とした。介護場面は中
核症状と行動・心理症状への対応の2つに分けられたが、行動・心理症状の場面がや
や多く、内容は多彩であった。また、実習の後半になると中核症状への対応場面の取
り上げが減少した。実習生の認知症高齢者のコミュニケーションの特徴は行動・心理
症状に対しての対応をより難しいと感じている。さらに、①「否定」「押し付け」を
しないで「受容」「安心」を与えること。②「行動の原因や理由」を考えること。③「説
得」でなく「納得」してもらう方法を考えることの３つを注意し、技法は「閉じられ
た質問」による意思確認と安心感と納得を与える「情報提供・説明・助言」を使いな
がら、最終判断で「指示」を使い行動できるよう支援していることが分かった。
　今後は実習生の実習指導に対する実習指導者との指導の統一や連携、巡回指導時の
ツールとしてのプロセスレコードの活用を考えたい。
キーワード：認知症高齢者，中核症状，行動・心理症状，プロセスレコード，コミュニケーション
技法
